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家族の協力で進む馬鈴薯の植付け作業

雪
解
け
が
遅
く
、
低
温
が
続
く

天
候
で
、
農
作
業
の
遅
れ
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
畑
の
土
も
よ

う
や
く
乾
き
、
本
格
的
に
、
戸
外

で
の
農
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

高
台
は
本
村
の
畑
作
地
帯
で
あ

り
、
て
ん
菜
、
馬
鈴
薯
、
豆
類
な

ど
の
作
付
け
が
多
い
地
区
で
す
。

五
月
五
日
、
春
の
さ
わ
や
か
な

天
気
の
な
か
、
高
台
地
区
で
は
農

家
の
皆
さ
ん
が
、
て
ん
菜
の
定
植

や
馬
鈴
薯
の
植
付
け
作
業
を
行
う

姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま

し
た
。

香
川
の
上
埜
則
雄
さ
ん
の
畑
で

も
、
男
爵
い
も
の
植
付
け
が
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
は
、
二
・
五
㌶

の
作
付
け
を
行
い
、
八
月
下
旬
に

は
、
収
穫
が
始
ま
る
見
込
み
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
の
日
は
、
学
校
も
連
休
中
と

あ
っ
て
子
供
さ
ん
も
協
力
し
て
、

家
族
総
出
の
作
業
が
続
い
て
い
ま

し
た
。

農
家
の
皆
さ
ん
の
努
力
が
報
わ

れ
、
消
費
者
に
お
い
し
く
品
質
の

よ
い
洞
爺
村
の
農
産
物
が
た
く
さ

ん
届
く
豊
穣
の
秋
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
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平
成
十
七
年
度
洞
爺
村
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
が
洞
爺
村
開
拓

記
念
の
日
の
五
月
十
日
に
洞
爺
村

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
六
人

が
文
化
奨
励
賞
、
文
化
振
興
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も

に
開
拓
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先

人
た
ち
に
敬
意
を
表
し
、
黙
と
う

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
蓮
井
勇
教
育
委

員
長
よ
り
「
皆
さ
ん
は
、
村
民
憲

章
の
実
践
者
で
す
。
文
化
的
な
感

性
、
文
化
を
大
事
に
し
、
そ
し
て

自
分
を
高
め
て
い
く
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
が
地
域
貢
献
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。」
と
式
辞
を

述
べ
た
後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り

平
成
十
三
年
四
月
よ
り
洞
爺
児

童
美
術
研
究
所
（
大
島
忠
昭
さ
ん

主
宰
）
に
て
指
導
を
受
け
現
在
に

至
る
。

平
成
十
七
年
第
五
十
回
全
日
本

学
生
美
術
展
で
油
絵
十
号
作
品

「
枯
れ
た
ひ
ま
わ
り
」に
て
佳
作
賞

を
受
賞
さ
れ
た
。（
平
成
十
四
、
十

五
、
十
六
年
度
連
続
受
賞
）

文
化
振
興
賞

〔
一
般
の
部
〕

村
上
　
隆
昭
さ
ん

美
沢
西

平
成
元
年
よ
り
洞
爺
村
文
化
協

会
の
事
務
局
長
、
平
成
十
四
年
よ

り
副
会
長
と
し
て
文
化
協
会
の
発

展
の
た
め
尽
力
し
、
本
村
の
文
化

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し
ま

し
た
。

受
賞
を
代
表
し
て
矢
野
貞
信
さ

ん
か
ら
「
今
日
は
、
百
十
八
年
前

に
開
拓
の
第
一
歩
を
し
る
し
た
日

で
す
。
微
力
で
は
あ
る
が
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と

い
う
思
い
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き

た
い
。」と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。受

賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

文
化
奨
励
賞

〔
児
童
生
徒
の
部
〕

高
橋
　
紗
帆
さ
ん

洞
爺
小
五
年

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

京
谷
う
め
子
さ
ん

美
沢
西

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
に
設
立

さ
れ
た
、
読
み
聞
か
せ
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
会
長
と
し
て
、
平
成
元
年
か

ら
平
成
十
三
年
ま
で
の
十
三
年
間
、

会
の
運
営
に
あ
た
り
会
員
の
育
成

に
努
め
ら
れ
た
。

村
民
文
化
祭
を
は
じ
め
、
月
例

の
読
み
聞
か
せ
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
村
内
の
数
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
夢
を
与
え
、「
図
書
室
子
ど

も
ま
つ
り
」
や
「
家
庭
教
育
セ
ミ

ナ
ー
」
へ
の
協
力
な
ど
、
村
の
読

書
普
及
活
動
に
尽
力
し
、
本
村
の

文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

蓮井教育委員長から表彰状を贈られる矢野さん
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有
限
会
社
メ
ジ
ロ
牧
場
並
び
に
メ
ジ
ロ
商
事
の
会
長
で
あ
ら
れ
ま
し
た
故
北
野
ミ
ヤ
さ
ん
の
遺
志

で
、
ご
遺
族
の
方
よ
り
、
学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
多
額
の
金

員
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
昨
年
広
報
７
月
号
掲
載
）

洞
爺
村
で
は
、
故
人
の
遺
志
に
沿
い
、
子
ど
も
達
の
た
め
に
図
書
を
購
入
し
て
「
北
野
ミ
ヤ
文
庫
」

を
設
置
し
、
各
小
中
学
校
で
授
業
、
読
書
活
動
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

塩
田
　
直
美
さ
ん

四
町
内

昭
和
六
十
年
「
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ー

ン
ズ
」
の
初
代
会
長
と
し
て
会
の

設
立
に
あ
た
り
、
本
年
二
月
、
二

十
周
年
を
迎
え
た
サ
ー
ク
ル
の
通

算
十
二
年
間
、
会
長
と
し
て
会
の

運
営
に
あ
た
り
会
員
の
育
成
に
努

め
ら
れ
た
。

二
十
回
続
い
た
発
表
会
、
近
隣

町
村
の
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
や
村
内

の
各
種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、

本
村
の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

渋
谷
　
待
子
さ
ん

札
幌
市

平
成
六
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た

「
む
ら
び
と
踊
る
社
中
」の
指
導
者

と
し
て
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の

振
り
付
け
等
の
指
導
に
あ
た
り
そ

の
普
及
活
動
に
努
め
ら
れ
た
。

札
幌
の
本
祭
り
や
近
隣
町
村
の

イ
ベ
ン
ト
や
村
内
各
種
行
事
に
積

極
的
に
協
力
し
、
本
村
の
文
化
活

動
の
発
展
並
び
に
地
域
振
興
に
も

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

矢
野
　
貞
信
さ
ん

大
　
原

香
川
県
か
ら
開
拓
団
が
初
め
に

入
植
し
た
場
所
、
初
霜
山
に
石
碑

を
建
立
（
平
成
六
年
八
月
）
し
、

そ
の
後
周
辺
を
整
備
さ
れ
、
大
原

小
学
校
は
じ
め
村
内
小
学
校
の
授

業
等
に
開
放
し
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
等
児
童
の
体
験
学
習
の
充
実
、

推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

揃
え
ら
れ
た
「
北
野
ミ
ヤ
文
庫
」

読書をする子どもたち

学
校
教
育
の
充
実
に

北
野
ミ
ヤ
文
庫
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第
三
回
洞
爺
村
議
会
臨
時
会
が
、
五
月
三
十
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

会
期
を
一
日
と
決
め
た
後
、
村
長
が
行
政
報
告
を
行
い
、
農
業
委

員
会
委
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
、
村
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、

議
案
四
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

原
案
ど
お
り
可
決

議
会
の
動
き

第
三
回
洞
爺
村
議
会
臨
時
会

▽
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
二
〇
〇
五
応
募
状
況
並
び
に

第
一
次
審
査
結
果
に
つ
い
て

本
年
度
第
七
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
同
事
業
に
つ
い
て
、
全

世
界
に
向
け
開
催
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
四
月
三
十
日
の
締
切

り
ま
で
、
次
の
と
お
り
作
品
募
集

が
あ
り
、
前
回
の
六
百
三
十
三
点

を
若
干
下
回
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
六
百
点
の
応
募
が
あ
り
、
ま

た
ア
ル
バ
ニ
ア
か
ら
初
の
参
加
も

得
て
、
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
の
評
価
が
国
際
的
に
定
着

し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

・
第
一
　
作
品
応
募
状
況
（
応
募

総
数：

六
十
二
カ
国
　
六
百
点
）

国
内：

三
百
七
十
四
点

国
外：

六
十
一
カ
国
二
百
二
十
六

点
　
　

こ
れ
ら
の
作
品
審
査
を
去
る
五

月
二
十
四
日
、
東
京
都
内
の
千
代

田
放
送
会
館
に
お
い
て
ス
ラ
イ
ド

に
よ
り
第
一
次
審
査
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
審
査
を
通
過

し
た
作
品
数
は
次
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

・
第
二
　
第
一
次
審
査
の
結
果

（
通
過
作
品
数：

二
十
カ
国
六
十

点
）

国
内：

二
十
八
点

国
外：

十
九
カ
国
三
十
二
点

な
お
、
第
二
次
審
査
は
、
七
月

二
十
六
日
、
洞
爺
村
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
洞
爺
村
の

大
き
な
財
産
と
な
る
質
の
高
い
作

品
が
受
賞
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

▽
洞
爺
村
職
員
希
望
降
任
制
度
の

実
施
に
つ
い
て

職
員
自
ら
の
健
康
上
の
理
由
や

家
族
の
介
護
等
の
事
情
か
ら
、
本

人
が
希
望
す
れ
ば
後
任
で
き
る
「
洞

爺
村
職
員
希
望
降
任
制
度
」
を
創

設
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
職
員
の
降
任
に

関
す
る
希
望
を
尊
重
し
、
職
員
の

勤
労
意
欲
の
向
上
及
び
組
織
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
制
度

化
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

降
任
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き

る
職
員
は
、
係
長
以
上
の
職
に
あ

る
者
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

▽
消
防
の
広
域
再
編
に
つ
い
て

伊
達
市
と
西
胆
振
消
防
組
合
と

の
消
防
広
域
再
編
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
八
月
六
日
に
構
成
町
村

長
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
伊
達
市

を
含
め
た
消
防
広
域
再
編
に
向
け

た
検
討
協
議
を
進
め
る
こ
と
で
合

意
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
平
成
十

六
年
十
二
月
十
四
日
、
伊
達
市
と

「
消
防
広
域
再
編
の
協
議
に
関
す
る

確
認
書
」
を
正
式
に
取
り
交
わ
し
、

「
西
胆
振
消
防
組
合
・
伊
達
市
消
防

広
域
再
編
協
議
会
」
を
設
置
し
、

広
域
再
編
に
向
け
た
協
議
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。

再
編
に
伴
う
主
要
な
協
議
項
目

及
び
重
要
事
項
等
の
協
議
・
調
整

に
つ
き
ま
し
て
は
、
構
成
町
村
の

助
役
会
及
び
両
消
防
本
部
の
事
務

レ
ベ
ル
で
の
部
会
等
で
協
議
し
、

協
議
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、

関
係
市
町
村
長
会
議
の
了
承
を
得
、

西
胆
振
消
防
組
合
・
伊
達
市
消
防

広
域
再
編
協
議
会
で
最
終
決
定
さ

れ
る
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、
決
定

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
西
胆

振
消
防
組
合
議
会
に
お
い
て
、
報

告
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
再
編
に
伴
う

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
幹
事
会
並

び
に
各
専
門
部
会
で
協
議
中
と
聞

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
逐
次
、
議

会
や
村
民
の
み
な
さ
ん
へ
も
ご
報

告
申
し
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

▽
平
成
十
六
年
度
洞
爺
村
一
般
会

計
補
正
予
算

村
長
行
政
報
告

専
決
処
分
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（
特
別
地
方
交
付
税
、
補
助
金

等
の
金
額
確
定
等
に
伴
う
も
の

で
す
。）

▽
平
成
十
六
年
度
洞
爺
村
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
社
会
保
険
療
養
給
付
費
交
付

金
の
次
年
度
精
算
に
よ
る
歳
入

不
足
に
伴
う
も
の
で
す
。）

▽
洞
爺
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（
地
方
税
法
、
所
得
税
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の
改
正

で
す
。）

▽
洞
爺
村
農
業
委
員
会
委
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

（
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
下
限
定
数
の
廃
止
に
伴
い
、

十
人
か
ら
八
人
へ
の
定
数
削
減

を
行
う
も
の
で
す
。）

今
回
で
七
回
目
の
開
催
と
な
る

洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
０
５
の
第
一
次
審
査
会
が
、

五
月
二
十
四
日
に
東
京
都
内
で
行

わ
れ
、
応
募
総
数
六
十
二
か
国
・

六
百
点
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、

二
十
か
国
・
六
十
点
の
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

審
査
会
は
、
東
京
都
内
の
千
代

田
放
送
会
館
を
会
場
と
し
て
作
品

を
写
し
た
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
行
わ

れ
、
笹
野
尚
明
北
海
道
美
術
館
学

芸
員
研
究
協
議
会
会
長
・
前
札
幌

芸
術
の
森
美
術
館
館
長
を
審
査
委

員
長
と
す
る
五
氏
が
審
査
員
を
務

め
ま
し
た
。

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
二
十
か

国
か
ら
六
十
点
の
作
品
が
選
ば
れ

た
国
内
二
十
八
点
、
国
外
三
十
二

点
の
第
一
次
審
査
通
過
作
品
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
第
二
次
審
査
会
は
、
七

月
二
十
六
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
実
物
作
品
に
よ
り
行
い
、

大
賞
な
ど
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
す
。

ま
た
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
三

日
ま
で
の
三
日
間
、
Ｆ
氏
賞
を
選

ぶ
村
民
投
票
を
じ
っ
し
い
た
し
ま

す
の
で
、
詳
細
を
次
号

の
広
報
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、
入
賞
作
品
展

覧
会
は
九
月
二
十
三
日
か
ら
十
月

二
十
三
日
ま
で
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
来
村
を
い
た
だ
き
、

作
品
を
鑑
賞
し
て
頂
け
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

条
例
の
制
定

洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
５

第
一
次
審
査
会
で
60
点
の
作
品
を
選
ぶ

左から
審査員　名古屋芸術大学教授 浅野　徹氏

東京芸術大学名誉教授 澄川　喜一氏
世田谷美術館館長 酒井　忠康氏

札幌芸術の森美術館館長 奥岡　茂雄氏

審査委員長 北海道美術館学芸員研究協議会会長・前札幌

芸術の森美術館館長 笹野　尚明氏

集計作業をする企画50人委員の皆さん

第１次審査通過作品　出生国別一覧表

国　　名

1 日　　本 28 11 フランス 2

2 アメリカ 3 12 ブルガリア 2

3 ルーマニア 3 13 イラン 1

4 アルゼンチン 2 14 エジプト 1

5 イスラエル 2 15 韓国 1

6 イギリス 2 16 コロンビア 1

7 イタリア 2 17 ドイツ 1

8 タイ 2 18 ベルギー 1

9 チェコスロバキア 2 19 メキシコ 1

10 ハンガリー 2 20 リトアニア 1

国　　名 数数
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こんな事業に

取り組んでいます
村は

総　務　課

今年、香川県財田町との姉妹町村盟約30周年を迎えます。
この30年間、お互いに訪問を行い、姉妹町村少年交流事業や、文化・スポーツ交流など多

彩な交流を続け、友好を深めてきました。
両町村では、30周年を記念して、町・村民ツアーや各種の記念事業を計画しています。本

号の広報では事業の概要について、村民のみなさんにお知らせすることとします。

洞爺村・財田町姉妹町村盟約30周年記念事業の概要

◇　財田町民受入れ事業

◇　財田町訪問・その他記念事業

以上の記念事業を予定していますが、訪問ツアーの申込み方法など、各事業については、あ
らためて村広報紙等でお知らせする予定です。

☆ 6月25日、26日の2日間、洞爺村に滞在

して、45名の財田町民のみなさんが洞爺

村産業まつりに参加します。

☆ 7月30日、31日の2日間洞爺村に滞在し
て、45名の財田町民のみなさんが洞爺夏

まつりに参加します。

産業まつり町民ツアー 夏まつり町民ツアー

☆ 10月中旬に財田町で開催される財田町

文化祭への参加と文化団体との交流を図

ります。また、財田町で行われる記念事

業へも参加していただきます。

☆ 記念事業として、広くみなさんに参加

を募り、財田町との民間交流を深めてい
ただきます。開催時期、応募方法はあら
ためて村広報などでお知らせします。

☆ 「獅子舞」や「ちょうさ」など、四国

から伝承された文化を里帰りさせ、交流

を深めていただきます。
時期は、10月7日に開催される鉾八幡宮

例大祭を予定しています。

☆ 盟約30周年を記念して、現在、財田町

で造成中のパークゴルフ場に記念樹及び
パークゴルフ用具一式を贈ることとしま
した。贈呈時期は、10月頃を予定してい
ます。

姉妹町村30周年記念式典事業 財田町訪問ツアー

伝承文化里帰りツアー 記念樹木等贈呈事業
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☆平成16年11月19日生まれ

☆長男　☆成香

お父さん お母さん

拓さん

何かにとらわれることなく、
悠々とはばたいて欲しいとい
う願いを込めて名付けました。

珠美さん

元気で人を思いやれる子
に育って欲しいです。

大西　悠
はる

翔
と

くん

☆平成16年10月15日生まれ

☆長男　☆成香

お父さん お母さん

明宏さん

お父さんが、画数を調べ
て名付けました。

典子さん

元気でたくましい子に育っ
て欲しいです。

☆平成16年10月１日生まれ

☆長男　☆成香

お父さん お母さん

弘明さん

いい子に育ちますように
という願いを込めて名付け
ました。

佐和子さん

いっぱい遊びましょう。

舘江　克船
かつふね

くん

☆平成16年12月15日生まれ

☆次男　☆美沢西

お父さん お母さん

俊二さん

明るくやさしい子になっ
て欲しいという思いから名
付けました。

かなえさん

健康で誰にも好かれる子
になってほしい。

傅　　雄晴
ゆうせい

くん

☆平成16年11月26日生まれ

☆長男　☆６町内

お父さん お母さん

好高さん

「流」という字を使いた
かったので、画数を合わせ
て名付けました

麻衣子さん

病気をしないで、元気に
育ってほしい。

京谷　流羽
りゅう

くん

☆平成16年11月21日生まれ

☆長女　☆成香

お父さん お母さん

和久さん

「那」は、まわりの人を和やか
にさせるように、「月」はお父さん
が好きな字で、組み合わせて名付
けました。

史子さん

楽しいことを、たくさん見
つけてほしい。

山本　那
な

月
つき

ちゃん

こ ん に ち は 、 あ か ち ゃ ん
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終
了
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
参

し
た
お
に
ぎ
り
の
ほ
か
、
恒
例
の

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
焼
き
そ
ば
が
用

意
さ
れ
、
五
月
日
和
の
空
の
下
、

参
加
者
全
員
で
昼
食
を
取
り
、
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

五
月
二
十
二
日
、
室
蘭
地
方
陸

上
競
技
協
会
、
虻
田
町
、
洞
爺
村

な
ど
の
主
催
で
「
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ

ン
２
０
０
５
」
が
行
わ
れ
、
洞
爺

湖
畔
を
一
周
す
る
マ
ラ
ソ
ン
を
は

じ
め
十
㌔
、
五
㌔
、
二
㌔
の
各
コ

ー
ス
に
四
千
二
百
二
十
一
人
が
出

場
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
一
周
マ
ラ
ソ
ン
に

は
道
内
外
の
二
千
二
百
二
十
一
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
十
一
時

半
過
ぎ
頃
に
は
か
ら
洞
爺
村
市
街

地
を
続
々
と
ラ
ン
ナ
ー
が
通
過
し

て
洞
爺
湖
温
泉
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
参
加

し
て
い
る
村
か
ら
の
参
加
者
も
通

過
し
、
見
事
に
完
走
し
て
い
ま
し

た
。

五
月
二
十
一
日
、
雨
で
一
週
間

延
期
と
な
っ
て
い
た
村
民
植
樹
が

財
田
遊
歩
道
沿
い
で
行
わ
れ
ま
し

た
。村

で
は
、
将
来
、
皆
さ
ん
に
と

っ
て
安
ら
ぎ
の
森
林
と
な
る
よ
う

村
民
の
協
力
を
募
り
、
三
年
連
続

し
て
財
田
親
水
公
園
内
や
公
園
に

続
く
遊
歩
道
沿
い
に
、
植
樹
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
四
年
目
と
な
り
、
集
ま

っ
た
四
十
数
名
の
村
民
の
皆
さ
ん

は
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
モ
ミ

ジ
な
ど
合
わ
せ
て
四
十
二
本
を
植

え
ま
し
た
。

場
所
に
よ
っ
て
は
、
植
え
込
む

土
に
石
が
ら
が
あ
っ
て
、
ス
コ
ッ

プ
の
ほ
か
に
つ
る
は
し
を
使
い
、

大
き
め
の
穴
を
掘
り
、
腐
葉
土
を

混
ぜ
、
水
を
十
分
に
入
れ
る
な
ど
、

協
力
し
な
が
ら
植
え
て
い
ま
し
た
。

苗木を植える穴を掘る子どもたち植樹に協力いただいた皆さん

しっかり育つよう丁寧に植込む湖畔を走りぬけるランナー

洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン

ラ
ン
ナ
ー
続
々
通
過

村
民
植
樹
祭

財
田
遊
歩
道
沿
い
で
植
樹



当
日
は
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、

暑
す
ぎ
る
ほ
ど
の
天
候
で
あ
っ
た

た
め
、
洞
爺
村
市
街
地
を
歩
い
た

り
、
止
ま
っ
て
か
ら
だ
を
休
め
る

ラ
ン
ナ
ー
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

設
置
さ
れ
た
給
水
所
で
は
、
次

々
に
訪
れ
る
ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
に
、

村
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
水
や
バ
ナ
ナ
を
用
意
す
る
な
ど
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
陰
で
支
え
る
姿

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
で
は
住
民
の
皆
さ

ん
の
拍
手
や
声
援
に
応
え
て
、「
バ

ナ
ナ
お
い
し
い
」
と
話
し
た
り
、

声
援
に
手
を
振
る
ラ
ン
ナ
ー
も
い

ま
し
た
。

洞
爺
財
田
自
然
体
験
ハ
ウ
ス
で

は
、
毎
月
各
種
自
然
体
験
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
八
日
に
は
、
ヨ
モ
ギ

の
葉
を
利
用
し
た
紙
づ
く
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
ス
タ

ッ
フ
の
説
明
を
聞
き
、
①
湖
畔
で

ヨ
モ
ギ
の
葉
を
集
め
る
、
②
水
と

粉
せ
っ
け
ん
を
入
れ
て
や
わ
ら
か

く
煮
る
、
③
洗
い
お
け
に
浸
し
た

す
き
枠
に
注
ぐ
、
④
枠
か
ら
は
ず

し
て
乾
か
す
な
ど
の
行
程
を
体
験

し
、
は
が
き
大
の
少
し
緑
が
か
っ

た
紙
を
立
派
に
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

今
後
も
、
次
の
よ
う
な
自
然
体

験
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
村

内
者
は
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

六
月
十
八
日

…
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
自

然
と
遊
ぼ
う

七
月
二
十
三
日

…
小
麦
・
ふ
く
ら
ん
で
パ
ン

八
月
二
十
日

…
水
辺
の
生
き
物
探
し
（
た

か
ら
だ
図
鑑
夏
編
）

な
お
、
お
申
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
、
洞
爺
財
田
自
然
体
験
ハ

ウ
ス
（
☎
８
２
‐
５
９
９
９
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

9

ヨモギを集める子どもたち

ヨモギの葉をハサミで細かくします

葉と混ぜて煮る、粉石けんの重さを調整

すき枠を引き上げ、乾かすと紙ができます

野
草
で
紙
づ
く
り

財
田
自
然
体
験
ハ
ウ
ス
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五
月
十
四
日
、
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
の
市
民
農
園
が
開
園
と
な
り

ま
し
た
。

当
日
は
、
風
が
冷
た
く
四
月
上

旬
並
み
の
気
温
で
し
た
が
、
よ
く

晴
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
村
内

外
か
ら
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
、

畑
を
耕
し
、
様
々
な
野
菜
の
種
や

苗
を
植
え
る
な
ど
、
畑
仕
事
に
精

を
出
し
て
い
ま
し
た
。

ア
グ
リ
館
・
と
れ
た
内
で
は
市

民
農
園
利
用
者
に
豚
汁
が
サ
ー
ビ

ス
さ
れ
、
利
用
者
は
畑
仕
事
で
疲

れ
冷
え
た
身
体
を
温
め
て
い
ま
し

た
。な

お
、
五
、
六
月
の
日
曜
日
に

は
、
洞
爺
村
老
人
ク
ラ
ブ
の
大
西

勝
義
さ
ん
が
農
業
指
導
員
と
し
て

栽
培
技
術
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
植
え
方
、
肥
料
の
や
り
方

な
ど
で
お
困
り
の
場
合
は
、
相
談

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

「
と
う
や
湖
ぐ
る
っ
と
彫
刻
公

園
」
の
彫
刻
清
掃
作
業
が
、
五
月

十
四
日
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
三
十
八
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

三
班
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
、「
夕

日
が
見
え
る
渚
公
園
」
か
ら
「
浮

見
堂
公
園
」
ま
で
の
彫
刻
を
持
参

し
た
ブ
ラ
シ
や
雑
巾
を
使
い
一
生

懸
命
、
磨
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
彫
刻
周
辺
の
ご
み
拾
い

な
ど
も
行
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と

清
掃
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
観

光
客
や
村
内
の
皆
さ
ん
に
き
っ
と

喜
ば
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

農業指導を行う大西さん「Ｓｕｍｍｅｒ」を磨き上げる

「風待ち」を“ごしごし”彫刻のまわりも清掃

家
族
で
野
菜
づ
く
り

市
民
農
園
開
園

ピ
カ
ピ
カ
だ
よ

彫
刻
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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洞
爺
水
辺
の
里
・
財
田
キ
ャ
ン

プ
場
は
、
静
か
な
湖
畔
の
景
観
と

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
整
備
さ
れ
て

利
用
客
の
人
気
を
得
て
い
ま
す
。

今
年
も
四
月
二
十
三
日
に
オ
ー

プ
ン
し
五
月
の
大
型
連
休
中
に
は
、

フ
リ
ー
サ
イ
ト
に
空
き
が
あ
る
も

の
の
五
棟
あ
る
ケ
ビ
ン
、
四
十
五

区
画
あ
る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
は
、
ほ
ぼ
予
約
で
い
っ
ぱ
い
と

な
り
ま
し
た
。

五
月
五
日
の
子
供
の
日
に
は
、

の
ん
び
り
散
歩
を
楽
し
ん
だ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
で
テ
ニ
ス
を
し

た
り
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
な
ど
で

遊
ぶ
家
族
連
れ
や
子
供
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
し
た
財
田
自
然
体

験
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
、
鳥
の
絵

に
色
を
塗
っ
た
り
、
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
や
施
設
を
見
学
す
る
利

用
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

五
月
二
十
一
日
、
洞
爺
財
田
自

然
体
験
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、「
そ
ば

打
ち
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
児
童
六
名
、
大
人
四
名

の
合
計
十
名
が
参
加
し
、
そ
ば
打

ち
同
好
会
指
導
者
の
指
導
の
も
と
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
元
気
よ
く
そ
ば
打
ち
を
行
い

ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
最
後
は
、
自
分
た
ち

で
打
っ
た
そ
ば
を
茹
で
、
ざ
る
そ

ば
に
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
「
お
い

し
い
！
う
ま
い
！
」
と
い
う
言
葉

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ターザンロープで遊ぶ子どもたち（財田キャンプ場）

大型連休でにぎわいをみせた財田キャンプ場

そば粉をこねる英国青年と子どもたち

そばの生地を打つ

財
田
キ
ャ
ン
プ
場

大
型
連
休
中
に
ぎ
わ
う

﹁
そ
ば
打
ち
体
験
﹂

キ
ッ
ズ
ベ
ン
チ
ャ
ー
＆

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
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平
成
十
七
年
五
月
二
十
一
日
、

洞
爺
村
交
通
安
全
村
民
運
動
推
進

委
員
会
が
社
団
法
人
北
海
道
交
通

安
全
推
進
委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
が
結

集
さ
れ
、
五
百
日
に
わ
た
り
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
村
民
全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
交
通
安
全
の
推
進
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
り
、
洞

爺
村
の
誇
り
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

今
後
も
交
通
事
故
等
に
十
分
ご

注
意
を
い
た
だ
き
、
こ
の
記
録
を

さ
ら
に
更
新
で
き
ま
す
よ
う
交
通

安
全
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

以
西
　
生
芽

い
ぶ
き

く
ん

父
　
隆
一
さ
ん

母
　
水
音
さ
ん

５
月
24
日
生
ま
れ

長
男

成
　
香

近
藤
　
勇
人

は
や
と

く
ん

父
　
一
也
さ
ん

母
　
好
枝
さ
ん

５
月
24
日
生
ま
れ

長
男

３
町
内

宇
那
木
勇
巳
さ
ん

５
月
５
日
死
去
　
93
歳

美
沢
西

松
尾
ミ
サ
ヲ
さ
ん

５
月
８
日
死
去
　
86
歳

成
　
香

誕
　
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

表
　
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

虻
田
町
情
報
コ
ー
ナ
ー

地
場
産
品
直
売
セ
ン
タ
ー
﹁
あ
ぷ
た
﹂
本
格
オ
ー
プ
ン

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
五
百
日

オープンした「あぷた」の外装

「あぷた」の真新しい店内

五
月
二
十
八
日
、
虻
田
町
の
地
場
産
品
直
売
セ
ン
タ
ー「
あ
ぷ
た
」
が
、
本
格
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

こ
の
施
設
は
虻
田
町
で
設
置
さ
れ
、
各
種
産
業
団
体
の
代
表
で
つ
く
る
「
企
業
組
合
あ
ぷ
た
」

が
管
理
運
営
を
行
っ
て
お
り
虻
田
産
の
農
産
物
、
水
産
加
工
品
、
花
類
、
ア
イ
ス
な
ど
を
提
供
し

て
お
り
、
農
産
物
に
は
生
産
者
の
情
報
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
営
業
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
　
　
■
定
休
日
　
毎
週
月
曜
日

■
虻
田
町
字
入
江
八
四
︱
二
　
☎
七
六
︱
五
五
〇
一


